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選
挙
費
用
の
公
費
助
成

油
本
　
朋
也

　
選
挙
費
用
の
公
費
助
成
予
算
額

が
中
部
市
町
に
比
較
し
、
低
く
計

上
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
今
回

の
予
算
計
上
は
、
12
月
定
例
議
会

で
可
決
し
た
「
町
議
・
町
長
の
選

挙
運
動
の
公
営
条
例
」
に
基
づ
く

も
の
だ
が
、
公
職
選
挙
法
で
は
各

項
目
毎
の
助
成
限
度
額
を
示
し
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
本
町
の
条
例
で

は
、
法
律
の
基
準
よ
り
低
く
設
定

し
た
の
か
。

 

磯
江
総
務
課
長

　
前
回
の
各
候
補
者
の
選
挙
費
用

や
直
近
の
レ
ン
タ
ー
カ
ー
借
上
料

を
調
査
し
た
結
果
、
そ
の
実
態
に

合
わ
せ
た
た
め
。
今
回
の
予
算
は

す
で
に
可
決
成
立
し
た
町
条
例
を

根
拠
に
計
上
し
た
。
現
時
点
で
は

条
例
改
正
は
考
え
て
い
な
い
。

町
田
　
貴
子

　
12
月
定
例
議
会
で
の
同
条
例
提

案
時
に
、
中
部
市
町
の
情
報
が
報

告
さ
れ
て
い
れ
ば
「
修
正
動
議
」

の
可
能
性
も
あ
り
得
た
。

　
今
回
の
公
選
法
改
正
の
狙
い
は

地
方
の
首
長
や
議
会
議
員
の
な
り

手
不
足
へ
の
対
策
と
し
て
法
制
化

さ
れ
た
と
聞
く
が
、
こ
れ
で
は
本

町
の
な
り
手
不
足
は
、
解
消
さ
れ

な
い
。
執
行
部
は
不
誠
実
、
説
明

問答問 好
調
な「
ふ
る
さ
と
納
税
」

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
90
億
５
４
０
０
万
円
で
、

前
年
度
を
９
８
２
２
万
円
上
回

る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
付
金
が
好
調
で
、
前
年
度
比

21
・
９
㌫
増
の
６
億
３
０
０
０

万
円
、
農
業
関
係
補
助
金
の
大

幅
増
に
伴
う
県
支
出
金
が
、

13
・
２
㌫
増
の
７
億
６
７
４
６

万
円
、
国
か
ら
の
地
方
消
費
税

交
付
金
が
、
４
・
９
㌫
増
の
３

億
１
９
３
９
万
円
な
ど
で
す
。

　
逆
に
前
年
度
を
下
回
る
の
は

由
良
宿
団
地
の
本
体
建
設
完
了

に
伴
う
国
庫
支
出
金
が
、
６
・

度
も
民
生
費
が
ト
ッ
プ
で
、
前

年
比
０
・
９
㌫
増
の
24
億
４
１

４
２
万
円
、
次
に
総
務
費
が
、

２
㌫
減
の
16
億
６
６
２
７
万
円
、

18
・
７
㌫
減
の
土
木
費
11
億
９

２
１
９
万
円
、
北
条
中
の
大
規

模
改
造
事
業
費
２
億
８
２
３
万

円
を
盛
り
込
ん
だ
教
育
費
が
、

26
・
７
㌫
増
の
10
億
２
２
３
６

万
円
、
借
入
金
の
返
済
に
充
て

る
公
債
費
は
、
２
・
２
㌫
増
の

８
億
１
９
５
４
万
円
な
ど
で
す
。

見
舞
金
の
支
給
や 

　
町
営
住
宅
入
居
の
配
慮

　
条
例
関
係
で
は
、
犯
罪
被
害

者
及
び
そ
の
家
族
・
遺
族
を
支

援
す
る
た
め
、
町
犯
罪
被
害
者

等
支
援
条
例
が
県
内
市
町
村
で

最
初
に
提
案
さ
れ
、
今
議

会
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
町
及
び
町
民
の
責
務
を

明
確
に
定
め
る
と
共
に
、

相
談
・
情
報
の
提
供
、
見

舞
金
の
支
給
や
日
常
生
活

の
支
援
、
町
営
住
宅
入
居

の
配
慮
等
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。
施
行
日
は
四
月

一
日
で
す
。
併
せ
て
、
当

初
予
算
に
見
舞
金
と
し
て

10
万
円
が
計
上
さ
れ
、
可

決
し
ま
し
た
。

６
㌫
減
の
８
億
５
０
５
４
万
円
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
町
税

が
、
２
・
３
㌫
減
の
13
億
９
１

２
１
万
円
、地
方
交
付
税
が
、１・

１
㌫
減
の
34
億
１
１
９
２
万
円

な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

北
条
中
の
大
規
模
改
造

　
歳
出(

科
目
別)

で
は
、
本
年

不
足
で
は
な
い
か
。

松
本
町
長

　
今
回
は
予
算
提
案
で
あ
り
、
す

で
に
制
定
さ
れ
た
条
例
の
審
議
の

場
で
は
な
い
。
ま
ず
は
、
今
秋
の

選
挙
を
実
施
し
た
の
ち
、
公
費
助

成
額
等
に
問
題
が
あ
れ
ば
、
改
め

て
条
例
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ

と
に
、
異
存
は
な
い
。

田
中
　
精
一

　
後
で
分
か
っ
た
が
、
12
月
当
時

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
本
町
と
日
南
町
は
、
自

主
財
源
に
限
界
が
あ
る
と
し
て
法

基
準
よ
り
大
幅
に
引
下
げ
る
異
例

の
提
案
を
す
る
と
報
じ
て
い
た
。

　
自
主
財
源
に
限
界
が
あ
る
の
な

ら
、
他
の
歳
出
科
目
も
削
減
提
案

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
今
後
、
執
行
部
が
信
頼
・
信
義

に
背
く
よ
う
な
考
え
で
あ
れ
ば
、

議
会
側
と
し
て
は
、
対
抗
措
置
を

打
ち
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

松
本
町
長

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
勝
手
に
報
道
し
た
こ

答問答

と
で
、
町
の
見
解
で
は
な
い
。
12

月
時
点
で
は
、
他
市
町
の
状
況
は

知
ら
な
か
っ
た
。

合
併
処
理
浄
化
槽

井
上
　
信
一
郎

❶
設
置
費
等
補
助
金
は
、
浄
化
槽

特
別
会
計
の
受
益
者
負
担
と
同
じ

と
す
る
た
め
、助
成
す
る
も
の
か
。

❷
今
後
、
住
宅
地
域
が
拡
大
し
て

い
け
ば
、
下
水
処
理
は
こ
の
個
人

の
合
併
浄
化
槽
方
式
と
な
る
の
か
。

倉
光
地
域
整
備
課
長

❶
設
置
に
関
す
る
個
人
負
担
を
、

同
じ
程
度
に
す
る
た
め
。

❷
下
水
道
の
管
渠
延
長
は
、
費
用

対
効
果
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
当
面
、
個
人
の
合
併
浄
化

槽
方
式
と
な
る
。

５～10人用の小型浄化槽

問答

町
外
ほ
場
に
補
助
金

宮
本
　
幸
美

　
な
ぜ
町
外
の
ブ
ド
ウ
園
整
備
に

本
町
が
補
助
金
を
出
す
の
か
。

手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
町
内
企
業
が
町
外
ほ
場
を
基
盤

整
備
す
る
も
の
で
、
こ
の
場
合
、

中
部
地
区
で
は
、
事
業
所
の
所
在

地
が
あ
る
自
治
体
で
助
成
す
る
取

り
決
め
が
あ
る
た
め
。

部
落
差
別
の
定
義

長
谷
川
　
昭
二

　
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
条
例

で
は
「
部
落
差
別
と
は
何
か
」
の

定
義
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ま
た
部
落
差
別
の
判
断
は
、
誰

が
す
る
の
か
不
明
瞭
で
あ
り
、
恣

意
的
な
判
断
が
な
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
り
問
題
だ
。

杉
本
生
涯
学
習
課
長

　
本
条
例
が
「
部
落
差
別
」
の
定

義
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
事
案
の
判
断
は
、
町
民
の
情
報

を
も
と
に
、
町
が
す
る
。

教
育
長
再
任
に
疑
問

飯
田
　
正
征

　
令
和
元
年
度
の
全
国
学
力
テ
ス

ト
で
、
町
内
全
て
の
小
中
学
校
の

問答問答問

成
績
が
全
国
平
均
を
下
回
っ
た
。

　
別
本
教
育
長
の
監
督
責
任
と
、

指
導
力
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

松
本
町
長

　
別
本
教
育
長
は
、
元
々
教
育
関

係
者
で
は
な
い
が
、
こ
ま
め
な
学

校
訪
問
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
を
立
ち
上
げ
た
。
次
の
全

国
学
力
テ
ス
ト
で
は
、
結
果
を
出

す
よ
う
伝
え
る
。

晴
着
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料

田
中
　
精
一

　
令
和
２
年
度
の
成
人
式
は
、
延

期
と
な
っ
た
。
晴
着
の
キ
ャ
ン
セ

ル
料
を
補
償
す
る
考
え
は
な
い

か
。
岩
美
町
で
は
、
補
償
す
る
と

の
報
道
が
あ
っ
た
。

松
本
町
長

　
中
部
地
区
の
対
応
状
況
を
調
査

し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
検
討
し

た
い
。

答問答

全
48
議
案
を
原
案
可
決

　
３
月
定
例
議
会
を
、
３
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し

た
。
新
年
度
当
初
予
算
11
件
と
そ
の
補
正
予
算
１
件
、
条
例
10
件
、
令
和
２
年
度

補
正
予
算
８
件
、
人
事
14
件
、
そ
の
他
４
件
の
全
48
議
案
と
議
会
運
営
委
員
会
発

議
１
件
、
諮
問
１
件
、
陳
情
４
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
陳
情
２
件
（
７

ぺ
ー
ジ
）を
不
採
択
と
し
た
ほ
か
は
、す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
採
択
し
ま
し
た
。

質 疑 あ れこれ ３月定例議会

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
制
定

県
内
初

歳出
90億5400万円

歳入
90億5400万円

その他4億4751万円（4.9％）
予備費946万円（0.1％）

教育費
10億2236万円
（11.3％）

総務費
16億6627万円
（18.4％）

土木費
11億9219万円
（13.2％）

農林水産業費
6億5500万円（7.2％）

消防費2億5783万円（2.8％）
商工費2億3770万円（2.6％）
議会費1億195万円（1.1％）

公債費
8億1954万円
（9.1％）

衛生費
6億5028万円（7.2％）

民生費
24億4142万円
（27.0％）

県支出金
7億6746万円
（8.5％）

町債 6億2820万円（6.9％）

国庫支出金
8億5054万円
（9.4％）

地方交付税
34億1192万円
（37.7％）

その他
3億6321万円（4.0％）

繰入金
 5億6395万円（6.2％）

寄付金
6億3000万円（7.0％）

町税
13億9121万円
（15.4％）

依存財源

自主財源

※単位は億円

一般会計　町債（借金）

H30

2億

4億

6億

8億

10億

0
31 R2 3

（R3年度当初）

6.20

7.95

6.286.25

一般会計 公債費（借金返済）

H30

2億

4億

6億

8億

10億

0
31 R2 3

（R3年度当初）

9.98

8.62
8.02 8.19

町全体の借金残高

H29

180億

160億

170億

190億

0
30 31 R2

（R3.3.31現在）

184.13

174.09

161.18

166.80

町全体の基金残高

H29

35億

30億

25億

40億

45億

0
30 31 R2

（R3.3.31現在）

35.72

38.45

43.09

39.46

助成される選挙カー費用

平成元年度成人式（北条農村環境改善センター）



経済効果分析　34万円
再整備基本構想検討会と基本構
想策定委託料　892万円

新規
926万円

青山剛昌ふるさと館再整備

　築24年を経過し、原状
回復を図る大規模改造工事
を実施する。屋上防水、外・
内壁改修、ガラス遮熱コー
ティング及び工事監理費が
計上された。

　町商工会が実施するほくほくカー
ドを支援するため、町主催事業に参
加した方にポイントを付与する。

新規
2億823万円

北条中学校の大規模改造

　新型コロナウイルスのワクチ
ンの接種費用。今年度当初予算
の審議中に異例の補正予算
（第１号）として提案され、
可決したもの。早期の
実施が待たれる。

継続 新型コロナウイルス予防接種
１億1903万円

　特産品「大栄西瓜」の生産力向上をめざす。
・低コストハウス（17戸）69棟　延べ8762㎡
・寒冷紗（14戸）60枚　延べ2283㎡

継続

産地パワーアップ
9449万円

　自治会集会施設のバリ
アフリー改修等に、町独自
の補助制度が創設された。
改修費用の1/2を助成、上限
額は20万円。

新規 自治会集会施設の整備補助
80万円

1674万円

町長・町議会議員の選挙

今秋、任期満了による町長と町議会議員の選挙が執行
される。町議会議員の定数は15名。今回の選挙
から選挙カーや選挙ポスター、選挙用ビラに
公費助成されるが、町議選には供託金
（15万円）制度が導入された。
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令和３年度一般会計予算に盛り込まれた事業を取り上げました。

住みよい
まちに 注目事業はこれだ

©青山剛昌／小学館琴浦町提供

新規

　基本設計と既存施設の解体設計の委託料。いよいよ大型
事業が動きだす。

継続 道の駅北条公園
再整備

4724万円

継続

町
内
消
費
拡
大
支
援（
ほ
く
ほ
く
カ
ー
ド
）

２
４
２
万
円

　北栄町ゆかりの偉人を漫画で紹介し、
小・中学生の郷土教育に活用する。育英校
の創立者・豊田太蔵の小説「ばんとう」を
漫画化するもので、鳥取中央育英高校生を
中心に地域と一体となって製作する。

新規 地域副読本の作成
320万円
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賛
否
あ
り

議
案
に

反
対
討
論

長
谷
川
　
昭
二

　
窓
口
・
庶
務
業
務
の
民
間

委
託
は
、
個
人
情
報
保
護
に

問
題
あ
り
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、
個
人
情
報
流
失

の
対
応
策
に
問
題
あ
り
。
観

光
事
業
は
地
元
経
済
を
潤
し

て
い
な
い
。

　
町
営
住
宅
は
縮
小
さ
れ
、

住
宅
供
給
を
怠
っ
て
い
る
。

給
食
費
の
無
償
化
や
奨
学
資

金
の
支
援
な
ど
、
教
育
の
機

会
均
等
の
保
障
が
不
十
分
。

国
保
・
介
護
等
の
保
険
料
の

負
担
増
が
町
民
の
暮
ら
し
を

守
る
予
算
と
な
っ
て
い
な
い
。

賛
成
討
論

斉
尾
　
智
弘

　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
二
シ
防
除
費

町
内
消
費
拡
大
事
業
「
ほ
く

ほ
く
カ
ー
ド
」
の
推
進
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

で
、
手
の
届
か
な
か
っ
た
方

へ
の
支
援
が
見
込
ま
れ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
税
収
が
落

ち
込
む
中
、
町
民
へ
の
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て

い
る
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

採
　
決

　
採
決
の
結
果
、
原
案
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
議
員

　
　
宮
本
・
飯
田
・
秋
山

　
　
町
田
・
油
本
・
斉
尾

　
　
井
上
・
藤
田
・
田
中

　
　
森
本
・
津
川
・
阪
本

　
　
野
田
の
13
名

反
対
討
論

長
谷
川
　
昭
二

　
本
条
例
に
は
「
部
落
差
別

と
は
何
か
」
と
い
う
定
義
が

示
さ
れ
て
い
な
い
。ま
た「
部

落
差
別
」
の
判
断
を
誰
が
す

る
の
か
も
不
明
瞭
で
あ
る
。

　
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
法
律
及
び
本
条
例

に
よ
り
、新
た
な
差
別
意
識・

部
落
差
別
を
生
み
出
す
危
険

性
が
あ
る
。

賛
成
討
論津

川
　
俊
仁

　
本
条
例
は
、
現
在
も
な
お

部
落
差
別
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
差

別
的
書
込
み
や
誹
謗
中
傷
が

あ
ふ
れ
る
中
、
部
落
差
別
の

解
消
に
向
け
て
、
今
、
何
を

す
べ
き
か
を
明
確
に
示
し
て

お
り
、
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー

な
条
例
制
定
で
あ
る
。

斉
尾
　
智
弘

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
書

込
み
は
匿
名
性
が
高
く
、
書

込
み
者
の
特
定
は
難
し
い
。

　
書
込
み
を
監
視
し
、
取
締

り
の
強
化
を
盛
り
込
ん
だ
本

条
例
制
定
は
、必
要
で
あ
る
。

採
　
決

　
採
決
の
結
果
、
原
案
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
議
員

　
　
宮
本
・
飯
田
・
秋
山

　
　
町
田
・
油
本
・
斉
尾

　
　
藤
田
・
田
中
・
森
本

　
　
津
川
・
阪
本
・
野
田

　
　
の
12
名

特別会計 予算額 審議結果

国民健康保険 1,941,270

可決
（賛成13人）

介護保険 1,654,749

農業集落排水 14,168

合併処理浄化槽 7,952

後期高齢者医療 178,603

栄財産区 615 可決
（全会一致）大栄歴史文化学習館 73,449

単位：千円

公営企業会計 収入 支出 審議結果

水　　道
収益的 281,896 231,274

可決
（全会一致）

資本的 114,506 212,278

風力発電
収益的 444,729 430,274

資本的 0 100,000

下 水 道
収益的 1,016,451 866,713 可決

（賛成13人）資本的 463,636 1,003,197

※�企業会計で資本的収入額が同支出額に不足する額は、過年度分損益勘
定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、繰越利益余剰金処分額等で
補てんする。

令和３年度　特別会計・公営企業会計の予算と審議結果

令
和
３
年
度
　
一
般
会
計
予
算

町
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例

当初予算以外の議案の審議結果
議　案　等 審議結果

条
例

町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例及び町消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金条
例を廃止する条例

可決
（全会一致）

町北条多目的広場の設置及び管理に関する条例
町犯罪被害者等の支援条例
町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
町特別会計条例の一部改正

（令和２年度末で町住宅新築資金等貸付事業特別会計を廃止し、一般会計に移行するため）
町児童館の設置及び管理に関する条例の一部改正
町隣保館の設置及び管理に関する条例の一部改正
町国民健康保険条例の一部改正
町介護保険条例の一部改正
町部落差別の解消の推進に関する条例 可決（賛成12）

そ
の
他

町農業委員会委員の任命同意　13件（石井通人さ　
　ん　前田浩明さ　

　ん　河原廣美さ　
　ん　竹原正純さ　

　ん　森本壮一さ　
　ん

新秋山英正さ　
　ん　元永田恭彦さ　

　ん　新長谷川康弘さ　
　ん　元津川孝篤さ　

　ん　盛山由紀子さ　
　ん　一二三満雄さ　

　ん

山下正美さ　
　ん　杉川一二美さ　

　ん）� 【任期　５月１日～令和６年４月30日】

可決
（全会一致）

債権の放棄（町住宅新築資金等の貸付金）� 【放棄額　4,086,359円】
債権の放棄（町住宅新築資金等の貸付金）� 【放棄額　4,892,552円】
第８期介護保険事業計画・高齢者福祉計画の策定
指定管理者の指定（道の駅北条公園）� 【（株）TTC（静岡県熱海市）　４月１日～令和12年３月31日】
町教育委員会教育長の任命同意� 【再任　別本勝美さ　

　ん　任期 ４月１日～令和６年３月31日】
諮問　人権擁護委員の候補者推薦� 【飯田光男さ　

　ん（大島）】
町議会会議規則の一部改正� 【議会運営委員会発議】

補
正
予
算

令
和
２
年
度

一般会計補正予算（第14号・第15号）� （△２億6930万円・1381万円）

可決
（全会一致）

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）� （△297万円）
介護保険特別会計補正予算（第３号）� （100万円）
住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第２号）� （1494万円）
栄財産区特別会計補正予算（第２号）� （０円）
大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第４号）� （△163万円）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）� （533万円）

令和３年度一般会計補正予算（第１号）　主に新型コロナウイルス感染症等予防費� （２億444万円）

みなさんからの 陳情 はこうなりました
陳情件名 陳情者名 採　決 委員会の意見・討論

国旗の破壊・損壊へ
の処罰規定の新設に
係る（反対する）意
見書の提出について

足羽　佑太

不採択
賛成１

（起立少数）

北栄町の公益に関する事件とはいえない。
（賛成討論）長谷川　昭二
　他人や公共施設の国旗を破損した場合は、器物
損壊罪に問われるが、自分の所有物であれば表現
の自由として認められるべきである。また処罰で
国旗に敬意を表することを要求することは、憲法
第19条の思想・良心の自由の制限にあたる。

男女雇用機会均等法の理念に基づいた男
女共同参画施策の更なる推進を求める意
見書の提出について

採　択
全会一致
意見書を提出

男女の雇用機会均等及び男女共同参画施策を強力
に推し進めるべきである。

議会事務局の権能強化について 不採択
賛成０

現体制で十分機能している。

新型コロナウイルスの拡散防止に係る政
府の基礎的対処方針について、政府内に
おける遵守徹底を求める意見書の提出に
ついて

採　択
全会一致
意見書を提出

模範を示すべき政府の遵守徹底が必要である。

役場大栄庁舎

みんな 仲良し



山
やま
根
ね
　愛
あい
莉
り
　議員（右）

太
おお
田
た
　　陸

りく
　議員（左）

問　 �風力発電の更新に
係る議案が否決さ
れた。町は今後どう
するのか。

町長 �今の風車を安全に
運転管理し、国の
制度を勘案しながら考える。

高
校
生
議
会

私
た
ち
の
思
い

山
やま
谷
たに
　結
ゆい
香
か
　議員（右）

山
やま
根
ね
　菜

な
緒
お
　議員（左）

問　 �SNSを利用してい
るのは、学生や女性
が多い傾向にある。
女性や学生向けの
イベントを開催し、
発信してもらえれば。

町長 �特定の方、そういう方面に発信していくことも一
つの方法であり、取り組んでいく。

平
ひら
岩
いわ
　　優

ゆう
　議員

問　 �仏師の技術力を生かした、コ
ナンや夏味ちゃんの彫刻お土
産を作っては。

教育長 �仏師の意向が第一であり、提
案を伝えたい。

安
あん
藤
どう
　有
ゆう
摩
ま
　議員

問　 �わかりやすい福祉サービスの
一覧を作成しては。

町長 �町内事業者との会議で紹介
し、協議したい。

問　 �配膳サービスの弁当に小中学
生の便りをつけては。

町長 �利用者にとても喜ばれると思
う。サービスを実施している社協が、お弁当と一
緒に配達するとのこと。

前
まえ
田
た
　愛
あい
菜
な
　議員

問　 �チャレンジショップをするこ
とで空き家、空き店舗も埋
まっていくのでは。

町長 �空き店舗バンクと創業支援事
業を活用して、将来、出店創
業してほしい。

磯
いそ
江
え
　裕
ひろ
行
ゆき
　議員

問　 �誰でも体験できる自給自足の
家を建てれば、北栄町に住みた
いと考え移住定住につながる。

町長 �自給自足で暮らしている人は
少なく、体験施設のニーズも
少ないと思う。まずは「おた
めし住宅」を体験していただ
きたい。

兼
かね
光
みつ
　莉

り
鈴
りん
　議員

問　 �コナンのイラスト入り西瓜箱
にすれば、これを求めてたく
さん来町すると思う。

町長 �コナンを使用するためには、
著作権に対する使用料がかか
るので、慎重に検討する必要
がある。

濵
はま
川
かわ
　虎
とら
壱
いち
　議員

問　 �空き家を貸し出し、定住につ
なげては。

町長 �「おためし住宅」を設置して
おり、格安で貸し出し、移住
に向けた拠点としている。

堀
ほり
本
もと
　光
みつ
雪
き
　議員

問　 �北栄町の特産品を使って珍し
い商品を作れば、注目を集め
多くの観光客が来るのでは。

町長 �高校生の若いアイデアは、
ヒット商品を生み出す可能性
が大いにある。積極的な提案
をしていただきたい。

西
にし
村
むら
　武

むさ し
蔵　議員（右）

影
かげ
井
い
　航
こう
世
せい
　議員（左）

問　 �太鼓演奏のPR動画
を作成し、県外や
国外に配信して町
をアピールしては。

教育長 �今ある「北条砂丘
太鼓」の取り組み
を盛り上げ、高校生には新曲を作り演奏を引き継
いでもらい、お互いににぎわいを作っていきたい。

川
かわ
原
はら
　那

な
央
お
　議員（右）

佐
さ
古
こ
　悟
さと
乃
の
亮
すけ
議員（左）

問　 �今後、必ず流行るだ
ろうeスポーツイベ
ントを開催しては。

教育長 若者に注目を浴び
るというのは良い視点と
思う。どんなとりくみ、

イベントをしたらよいか、どんどん提案してほしい。

福
ふく
永
なが
　　優

ゆう
　議員（左）

丸
まる
山
やま
　智
とも
子
こ
　議員（右）

問　 �地域の方々が楽しめ
る複合施設を作れ
ば、交流の場、出会い
の場、居場所を作る
機会となる。

教育長 町民が楽しめるた
めには、どの施設と一緒にすればよいか、どこに建て
替えればよいか、検討している。

佐
さ
藤
とう
　万

ま
弦
お
　議員（左）

松
まつ
浦
うら
　舞

ま
那
な
　議員（右）

問　 �使用していないこど
も園を避難所、学童
保育施設、子ども食
堂などに活用しては。

教育長 �廃園2施設のうち、
１園は貸し出し中、
もう１園は貸し出
しに向けて検討中
である。

長
なが
田
た
　聖
せい
矢
や
　議員

問　 �育英高の生徒が作成した北栄
町沿岸でとれた魚の図鑑を小
学校に配布し、地域学習に利
用しては。

教育長 �図鑑が完成すれば、小中学校、
図書館に配架したい。

北
きた
中
なか
　佑
ゆう
介
すけ
　議長

議会だより北栄 ５９号
２０２１年５月 8議会だより北栄 ５９号

２０２１年５月9

　
鳥
取
中
央
育
英
高
校
生
が
、
夢
や
希
望
膨
ら
む

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
質
問
を
、
議
員
と
し
て
町

執
行
部
に
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

北栄町の
未来に向けて



議会報告会
　令和３年１月30日・31日の２日間、それぞれ中央公民館、大栄農村環境改善センター
で議会報告会を開催しました。合計14名の参加者があり、日ごろの町政に対する疑問、
意見を聞きしました。質問は多岐にわたり、議員の定数と報酬についての意見もいただき
ました。
　意見要望に対して、議会で回答できないものは、執行部の回答を掲載しました。

議会だより北栄 ５９号
２０２１年５月 10議会だより北栄 ５９号

２０２１年５月11

　
　
　

海
岸
線
の
松
枯
れ
被
害
が
深

刻
だ
。
早
期
に
対
策
が
と
れ

な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

産
業
振
興
課　
近
年
被
害
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
例
年
よ
り
早
く
特
別
伐
倒
駆
除

に
と
り
か
か
り
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
被
害
の
拡
大
が
予
想
を
上
回

り
毎
年
予
算
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

を
視
野
に
、
森
林
所
有
者
と
集
落
や

生
産
者
に
よ
る
手
で
森
林
を
守
る
自

助
共
助
の
枠
組
つ
く
り
を
再
構
築

し
、
公
助
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

深
刻
な
松
く
い
虫
被
害

問答

　
　
　

人
口
が
減
少
し
て
い
く
中

で
、
財
政
は
今
後
厳
し
く

な
っ
て
い
く
。
企
業
誘
致
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　

産
業
振
興
課　
県
と
連
係
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
と
も

に
、
企
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

企
業
訪
問
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
町
有
地
の
購
入
希
望
者
の

公
募
を
は
じ
め
、
進
出
を
希
望
す
る

企
業
に
対
し
て
、
立
地
相
談
、
雇
用

相
談
の
ほ
か
必
要
な
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
町
に
拠
点
を
置
く
既
存

の
企
業
に
対
し
て
も
、
規
模
拡
大
を

積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
雇
用

の
創
出
、
将
来
の
地
域
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

企
業
誘
致
が
必
要

問答

　
　
　

防
災
士
の
資
格
取
得
後
の
活

動
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

　
　
　

総
務
課　
防
災
士
の
養
成
は

自
助
・
共
助
を
目
的
と
し
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
公
助
を
目
的
と

し
た
設
置
で
な
い
た
め
、
防
災
訓
練

等
へ
の
参
加
要
請
を
控
え
て
い
ま
し

た
。
防
災
士
の
意
見
交
換
会
で
、
町

の
防
災
訓
練
に
参
加
を
依
頼
し
て
は

ど
う
か
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
そ
の
方
向
で
調
整
を
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

北
条
中
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

が
な
い
た
め
、
大
栄
中
に

入
学
し
て
い
る
生
徒
が
い
る
。
北
条

中
に
在
籍
し
た
ま
ま
、
大
栄
中
の
部

活
に
所
属
し
、
指
導
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

教
育
総
務
課　
部
活
動
は
、

中
学
校
体
育
連
盟
が
定
め
る

規
則
に
よ
り
、
在
籍
す
る
自
校
の
部

し
か
加
入
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
状
で
は
校
区
外
就
学
に

よ
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
あ
る
中
学

校
に
転
校
し
て
い
た
だ
く
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

防
災
士
の
活
動

問答中
学
校
の
部
活

問答

　
　
　

海
岸
線
の
砂
丘
で
侵
食
が
進

ん
で
い
る
。
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

地
域
整
備
課　
海
浜
の
侵
食

に
つ
い
て
は
、
県
が
海
流
の

調
査
・
解
析
を
進
め
な
が
ら
サ
ン
ド

リ
サ
イ
ク
ル
・
サ
ン
ド
バ
イ
パ
ス
等

に
よ
り
養
浜
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

当
面
は
そ
れ
を
見
守
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

海
岸
線
の
侵
食

問答

　
　
　

北
条
地
区
は
買
い
物
が
で
き

る
と
こ
ろ
が
少
な
い
。
下
北

条
Ａ
コ
ー
プ
店
を
充
実
さ
せ
る
な
ど

し
な
い
と
、
お
金
が
町
外
に
出
て
行

く
一
方
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
買

い
物
難
民
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
　
　

産
業
振
興
課　
将
来
の
交
通

道
路
網
整
備
へ
の
期
待
感
も

相
ま
っ
て
、
民
間
事
業
者
に
お
け
る

本
町
へ
の
出
店
の
機
運
が
た
か
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
出
店
の
意

向
の
あ
る
事
業
者
に
対
し
て
は
、
積

極
的
な
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
道
の
駅
北
条
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
よ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
物
販

施
設
も
運
営
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

自
治
会
内
に
空
き
家
が
増
え

て
困
っ
て
い
る
。
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
。

　

特
定
空
き
家
の
行
政
代
執
行
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
　
　

議
員　
ど
の
自
治
会
に
も
空

き
家
は
増
え
て
い
ま
す
。
ま

ず
は
、
町
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
行
政
代
執
行
は
、
相
続
人

が
い
な
か
っ
た
事
と
、
隣
家
や
道
路

買
い
物
で
き
な
い

問答空
き
家
が
増
加

問答

に
被
害
を
及
ぼ
す
た
め
、
町
で
解
体

し
ま
し
た
。

　
　
　

今
回
否
決
に
な
っ
た
が
、
ど

う
考
え
て
い
る
か
。
検
討
会

の
総
括
は
ど
の
よ
う
に
し
た
か
。

　
　
　

議
員　
執
行
部
提
案
の
更
新

風
力
発
電
は
、
国
道
か
ら
距

離
が
少
な
く
、
倒
壊
し
た
ら
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
検
討
会
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
申

請
期
限
が
迫
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
開
催
時
期
が
遅
か
っ
た
し
、
検

討
会
の
進
め
方
に
も
疑
問
が
残
り
ま

し
た
。
経
費
、
健
康
被
害
、
環
境
破

壊
等
の
疑
問
へ
の
回
答
も
明
確
に
な

否
決
さ
れ
た
風
力
発
電

問答

ら
な
い
中
で
の
提
案
で
あ
り
、
各
議

員
も
勉
強
し
、
意
見
を
し
っ
か
り

持
っ
て
否
決
し
ま
し
た
。

　
　
　

風
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

　
　
　

議
員　
風
力
発
電
の
売
電
収

入
が
年
間
約
４
億
５
千
万
円

あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
５
千
万
円
を

風
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
各
自
治
会
館
の

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
、
省
エ
ネ
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
等
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
議
員
か
ら
参
加
者
へ
問
い
か
け
ま

し
た
。

　
　
　
秋
に
定
数
15
人
、
報
酬
据
え

置
き
で
選
挙
に
な
り
ま
す
が

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

　
　
　
町
民
　
報
酬
は
月
額
30
万
円

位
あ
っ
て
も
よ
い
。
報
酬
総

額
は
変
え
ず
に
、
定
数
削
減
で
調
整

す
れ
ば
よ
い
。
行
政
の
提
案
に
対
し

て
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
勉

強
し
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
政

務
活
動
費
が
あ
っ
て
も
よ
い
。

問答議
員
の
定
数
・
報
酬

問答

由良川河口部西側の消波ブロック

伐採された被害松（お台場公園内）

企業誘致が待たれる三陽合繊㈱跡地北条地区で１月30日開催（中央公民館）
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コロナワクチン 油本　朋也 13
町長の進退

宮本　幸美
13

茶臼山の周辺整備 14
防災・減災 野田　秀樹 14
脱炭素社会

藤田　和徳

15
融雪装置 15
公共施設 16
GIGAスクール 16
事業継承

飯田　正征
17

障がい者支援 17
昼寝中の呼吸監視 18
男女共同参画 森本真理子 18
コロナ対策

町田　貴子
19

ほくほくカード 19
ワクチン接種 20
省エネ住宅リフォーム

斉尾　智弘

20
コロナ対策 21
コロナ対策 21
がん患者の不妊治療 22
地域新電力

津川　俊仁
22

２つの人権条例 23
健康ほくえい計画

秋山　　修
23

地域福祉推進計画 24
重層的支援体制 24
風車の更新

阪本　和俊
25

箱もの事業 25
第８期介護保険の課題

長谷川昭二
26

国保税の均等割 26

ここを う問町
政

町
政
こ
こ
を
問
う

　
　
　
　
　
　
❶
中
部
医
師

会
と
相
談
し

て
確
保
し
た
い
。

❷
大
栄
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

と
北
条
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
を
確
保
し
て
い
る
。

❸
土
日
の
体
育
施
設
の
利
用

も
考
え
て
い
る
。
移
動
が
困

難
な
人
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
を
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

❹
4
月
以
降
に
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
へ
の
接
種
を
予
定

し
て
い
る
。

❺
接
種
推
進
室
を
設
け
て
進

め
る
。

❻
県
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
利

用
し
て
ほ
し
い
。

町
長

町長 推進室を設け進める
接種のスケジュールは
コロナワクチン

　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
の
切
り
札
と

さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

関
す
る
多
く
の
情
報
が
飛

び
込
ん
で
く
る
。
こ
れ
ま

で
の
町
の
対
応
と
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

❶
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
あ
た

る
医
療
従
事
者
の
確
保

❷
接
種
会
場
の
確
保

❸
接
種
率
低
下
の
回
避

❹
高
齢
者
へ
の
接
種
開
始

予
定
時
期

❺
接
種
へ
の
相
談
体
制

❻
副
反
応
へ
の
対
応

油
本

引
き
続
き
町
政
運
営
を

町
長

後
援
会
と
相
談

町
長
の
進
退

　
　
　
　
　
　
昨
年
10
月

コ
ロ
ナ
禍

で
厳
し
い
中
、
2
町
が
合

併
し
て
15
周
年
式
典
が
開

催
さ
れ
た
。
町
の
人
口
は

減
少
傾
向
で
寂
し
い
限
り

で
あ
る
。
人
口
増
対
策
が

重
要
課
題
で
あ
る
。
町
は

環
境
の
町
と
し
て
一
昨
年

12
月
、
全
国
に
先
駆
け
気

候
非
常
事
態
宣
言
を
表
明

さ
れ
た
。

　
豊
か
な
自
然
環
境
を
次

宮
本

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

事
が
ト
ッ
プ
と
し
て
の
役

割
で
あ
る
。
引
き
続
き
町

政
運
営
に
努
力
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
私
は
、
旧
町

時
代
か
ら
長

年
、
町
長
と
し
て
町
政
運
営

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の

間
、
町
民
の
皆
様
に
ご
理
解

ご
協
力
い
た
だ
き
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。
引
き
続
き
北

栄
町
で
暮
ら
す
人
々
が
、
豊

か
で
暮
ら
し
て
い
け
る
環
境

整
備
が
進
む
町
を
め
ざ
す
必

要
が
あ
る
。

　
現
在
は
令
和
3
年
度
の
当

初
予
算
の
編
成
や
コ
ロ
ナ
対

町
長

策
等
の
取
り
組
み
で
後
援
会

と
の
相
談
が
出
来
て
い
な

い
。
今
後
改
め
て
話
し
た
い
。

油本　朋也

宮本　幸美

町長の執務室

医療従事者へのワクチン接種（県提供）

町
政
こ
こ
を
問
う
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具
体
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
施

策
は
、
一
番
は
風
力
発
電
を

考
え
て
い
た
が
、
今
後
は
太

陽
光
、
バ
イ
オ
マ
ス
や
小
水

力
発
電
と
な
る
。

　
新
電
力
へ
の
期
待
は
、
あ

る
程
度
の
供
給
量
が
必
要

で
、
行
政
だ
け
で
は
で
き
な

い
が
、
民
間
を
活
用
し
地
域

で
進
め
れ
ば
難
し
く
な
い
。

水
素
の
研
究
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、
町
単
独
で
は
困
難
で

あ
る
。

町
長

町長 町単独では困難

脱炭素社会

　
　
　
　
　
　
夜
間
雪
が

降
り
、
若

者
は
朝
無
理
を
し
て
で
も

出
勤
し
、
残
さ
れ
た
高
齢

者
で
、
昼
間
除
雪
を
強
い

ら
れ
る
。
こ
の
状
況
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
融
雪
ホ
ー
ス
を
自
治
会

要
望
で
申
請
で
き
る
か
。

融
雪
に
井
戸
水
を
使
い
た

い
が
、
掘
削
に
助
成
は
で

き
る
の
か
。
川
の
水
を
ポ

ン
プ
で
く
み
上
げ
る
の

に
、
助
成
は
あ
る
の
か
。

こ
れ
も
だ
め
と
な
っ
た

ら
、
融
雪
装
置
を
道
路
に

造
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

藤
田

　
　
　
　
　
　
生
活
道
路
の

雪
か
き
は
、

す
べ
て
町
で
や
れ
と
い
う
の

は
無
理
で
あ
る
。
自
治
会
で

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
し
、

必
要
で
あ
れ
ば
、
早
起
き
し

て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
融
雪
ホ
ー
ス
は
、
自
治
会

要
望
が
あ
れ
ば
考
え
る
。
井

町
長

戸
を
掘
る
費
用
は
高
額
と
な

り
、
年
に
数
回
使
用
す
る
た

め
に
助
成
す
る
の
は
難
し

い
。
ポ
ン
プ
で
川
水
を
く
み

上
げ
る
た
め
の
自
治
会
の
燃

料
代
は
、
助
成
で
き
る
と
思

う
。
生
活
道
路
の
全
路
線
へ

の
融
雪
装
置
は
無
理
な
相
談

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
北
条
多
目
的

広
場
は
、
北

条
地
区
の
地
域
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
団

体
を
中
心
に
、
芝
生
化
の
要

望
が
あ
っ
た
。
茶
臼
山
参
道

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
の
広
場
は
北
条
こ
ど
も

園
、小
中
学
校
か
ら
も
近
く
、

地
域
に
あ
る
広
場
と
し
て
緊

急
避
難
場
所
と
し
て
も
有
効

で
あ
る
。
し
か
し
、
茶
臼
山

は
個
人
所
有
が
多
く
、
道
路

整
備
な
ど
に
よ
る
地
域
生
活

の
安
全
確
保
や
経
費
の
こ
と

も
あ
り
、
費
用
対
効
果
の
観

点
か
ら
、
整
備
は
考
え
て
い

な
い
。

町
長

ど
こ
ま
で
助
成
で
き
る
か

町
長�

出
来
る
も
の
は
し
た
い

融
雪
装
置

　
　
　
　
　
　
東
日
本
大

震
災
か
ら

10
年
経
ち
、
政
府
の
昨
年

10
月
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
発
表
も
あ
り
、
い

よ
い
よ
脱
炭
素
社
会
へ
の

意
識
が
、
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
本
町
と
し
て
、
10

年
先
の
具
体
的
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
策
は
あ
る
か
。

　
地
域
新
電
力
へ
の
期
待

も
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
確

か
な
も
の
か
。
あ
ら
ゆ
る

所
で
、
水
素
の
生
産
、
利

用
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。
本
町
も
、
こ
の
研
究

が
必
要
で
は
な
い
か
。

藤
田

　
　
　
　
　
　
豪
雨
や
地

震
が
発
生

し
た
場
合
、
下
流
に
あ
る

家
屋
や
公
共
施
設
等
に
被

害
を
与
え
る
恐
れ
の
あ
る

「
防
災
重
点
た
め
池
」
が

11
か
所
あ
る
。
耐
震
調
査

を
し
て
い
る
の
か
。
安
心

し
て
利
用
す
る
た
め
の
維

持
管
理
計
画
は
で
き
て
い

る
か
。

野
田

　
　
　
　
　
　
昨
年
、
県
が

主
体
と
な

り
、
亀
裂
が
無
い
か
漏
水
箇

所
は
無
い
か
、
点
検
を
実
施

し
た
。
早
急
に
修
繕
が
必
要

な
場
所
は
な
か
っ
た
。
今
後

も
引
き
続
き
点
検
し
て
い
き

た
い
。

町
長

た
め
池
は
大
丈
夫
か

町
長�

修
繕
の
必
要
な
し

防
災
・
減
災

　
　
　
　
　
　
昨
年
12
月

公
共
施
設

の
あ
り
方
を
考
え
る
「
ほ

く
え
い
未
来
講
演
会
」
が

開
催
さ
れ
た
。
他
町
の
取

り
組
み
や
、
本
町
の
現
状

を
聞
き
、
町
に
は
公
園
が

無
い
と
の
報
告
だ
っ
た
。

　
北
条
多
目
的
広
場
に
北

条
地
区
の
団
体
と
小
中
学

校
、
こ
ど
も
園
の
皆
さ
ん

が
、
つ
つ
じ
や
他
の
樹
木

を
定
植
さ
れ
た
。
新
年
度

に
は
こ
の
広
場
に
芝
生
の

整
備
が
予
算
化
さ
れ
る
予

定
だ
が
、
こ
の
場
を
核
と

し
て
茶
臼
山
北
側
周
辺
整

備
を
し
て
は
ど
う
か
。

宮
本

町長 整備は考えていない
多目的広場を核に水素エネルギーの研究
茶臼山の周辺整備

宮本　幸美

野田　秀樹

藤田　和徳

整備が待たれる多目的広場水素燃料車・トヨタのミライ

松神地内の融雪装置 原と穂波の間にある大
おお
谷
たに
ため池

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う
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地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
制

度
が
、
本
町
の
魅
力
あ
る
農

業
へ
の
参
入
や
移
住
を
後
押

し
し
て
い
る
。
先
進
地
の
研

究
を
し
て
本
町
の
商
工
業
へ

取
り
込
ん
で
い
く
。

　
第
三
者
へ
の
事
業
継
承

は
、
繊
細
な
引
継
ぎ
が
必
要

で
時
間
が
多
く
か
か
る
。「
鳥

取
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

移
住
促
進
は
本
町
の
重
要
課

題
で
あ
り
、
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
。

町
長

町長 先進地の研究

事業継承

　
　
　
　
　
　
❶
聴
覚
障

が
い
や
話

す
こ
と
が
苦
手
な
言
語
機

能
障
が
い
の
あ
る
人
が
、

指
差
し
て
意
思
表
示
で
き

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ボ
ー
ド
を
作
成
し
、
窓
口

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

❷
聴
覚
障
が
い
等
の
あ
る

人
の
、
ス
ム
ー
ズ
な
意
思

疎
通
の
た
め
手
話
の
普
及

を
図
り
、
助
け
合
っ
て
暮

ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
は

ど
う
か
。

飯
田

　
　
　
　
　
　
❶
窓
口
手
続

き
、
避
難
所

で
の
活
用
の
た
め
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
の
作

成
を
検
討
す
る
。
店
舗
な
ど

に
も
設
置
に
つ
い
て
呼
び
か

け
た
い
。
筆
談
の
研
修
会
を

開
催
し
た
。
今
後
手
話
の
研

修
会
も
開
催
す
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
に
つ

い
て
、
学
び
の
場
を
提
供
し

て
い
き
た
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
❷
本
町
で
も

「
北
栄
町
人

権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
」
で
「
障
が
い
の

あ
る
人
の
人
権
問
題
」
を
掲

げ
、
周
知
啓
発
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
町
内
小
中
学
校
で

の
障
が
い
者
理
解
の
学
習
、

当
事
者
等
関
係
団
体
と
の
連

携
で
イ
ベ
ン
ト
、
講
演
会
を

積
極
的
に
開
催
し
、
障
が
い

に
対
す
る
正
し
い
理
解
を
深

め
る
啓
発
活
動
や
環
境
整
備

を
行
う
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
従
来
の
使
用

目
的
に
、
新

た
な
使
用
目
的
を
追
加
し
て

い
く
多
目
的
や
複
合
的
な
利

用
を
想
定
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く

の
知
恵
を
出
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
多
く
の
選

択
肢
を
持
ち
、
可
能
性
を
狭

め
な
い
考
え
で
、
施
設
の
管

理
方
針
を
決
定
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
ひ
と
つ
の
目

的
で
建
物
を

使
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
複
合
化
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
。

町
長

教
育
長

助
け
合
っ
て
暮
ら
せ
る
町
へ

町
長�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー
ド
を
検
討

教
育
長�

啓
発
や
環
境
整
備

障
が
い
者
支
援

　
　
　
　
　
　
近
年
、
後

継
者
不
足

に
悩
む
農
家
や
商
工
業
者

が
増
え
、
今
後
農
家
や
店

が
減
る
恐
れ
も
出
て
き
た
。

　
第
三
者
に
よ
る
事
業
継

承
を
促
す
た
め
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
制
度
を
活
用

し
て
は
ど
う
か
。

　
募
集
サ
イ
ト
な
ど
に
仕

事
の
種
類
な
ど
を
掲
示
、

応
募
者
の
中
か
ら
起
業
意

欲
の
あ
る
者
を
地
域
協
力

隊
員
と
し
て
採
用
、
事
業

承
継
を
踏
ま
え
た
上
で
、

事
業
者
と
移
住
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
、
行
政
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
こ

の
よ
う
な
施
策
が
、
後
継

者
不
足
の
解
消
と
移
住
促

進
が
図
れ
、
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

飯
田

　
　
　
　
　
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

の
導
入
授

業
で
、
す
べ
て
の
児
童
生

徒
が
本
当
に
理
解
で
き
て

い
る
の
か
、
興
味
が
な
い

の
か
、
と
い
う
事
を
し
っ

か
り
把
握
し
て
も
ら
い
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
実
態

調
査
を
定
期
的
に
お
こ

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

テ
ス
ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
計
れ
な
い
。

　
直
接
の
対
話
な
く
し
て

教
師
と
児
童
、
生
徒
の
関

係
作
り
は
成
り
立
た
な

い
。
ぜ
ひ
時
間
づ
く
り
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

藤
田

　
　
　
　
　
　
理
解
し
て
い

る
か
ど
う
か

そ
の
つ
ど
確
認
し
て
進
ん
で

い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。

単
元
、
小
テ
ス
ト
で
確
認
し

な
が
ら
、２
週
間
に
１
時
間
、

質
問
タ
イ
ム
を
設
け
て
進
め

て
い
る
。

教
育
長

　
ク
ラ
ス
担
任
は
家
庭
よ
り

長
く
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
と

い
て
、
ず
っ
と
様
子
を
み
て

い
る
。
ど
う
い
う
行
動
を
と

る
の
か
見
守
っ
て
い
て
、
問

題
が
あ
れ
ば
手
を
指
し
延
べ

て
い
る
。

理
解
度
の
調
査

教
育
長

単
元
、
小
テ
ス
ト
で
確
認

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
使
用
さ
れ

て
い
な
い

公
共
施
設
が
あ
る
な
ら
、

高
齢
者
等
の
各
種
教
室
に

利
用
で
き
な
い
か
。
耐
用

年
数
、
修
理
、
維
持
管
理

費
や
利
用
者
数
等
の
兼
ね

合
い
で
、
解
体
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
簡
単
に
統
合
、

廃
校
を
考
え
る
の
で
は
な

く
、
利
用
出
来
る
な
ら
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
。

藤
田

町長 多くの選択肢を持つ
教育長 複合化の検討

今後の利活用は地域おこし協力隊員の活用
公共施設

藤田　和徳飯田　正征

民間事業所へ貸し出し中の元東保育所

タブレットを使った授業（大栄中）

地域おこし協力隊員の着任式

ボタン一つで
文字が消せる筆談ボード

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う
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売
上
が
急
落

し
て
い
る
事

業
者
に
対
し
て
新
た
に
「
中

小
企
業
緊
急
支
援
補
助
金
」

を
実
施
し
、
1
名
以
上
の
雇

用
が
あ
る
事
業
者
に
前
年
1

月
2
月
期
と
比
較
し
て
70
％

以
上
の
売
上
減
少
が
あ
っ
た

事
を
条
件
に
一
律
20
万
円
を

支
給
す
る
。
農
家
に
つ
い
て

は
、
高
収
益
作
物
次
期
作
支

援
交
付
金
、
野
菜
価
格
安
定

補
償
制
度
、
収
入
保
険
、
マ

ル
キ
ン
活
用
な
ど
で
対
応
し

て
き
た
。
今
後
も
Ｊ
Ａ
や
商

工
会
と
連
携
し
取
組
み
を
進

め
る
。 町

長

町長 必要な支援を進める

コロナ対策

　
　
　
　
　
　
北
栄
町
で

は
「
地
域

内
消
費
循
環
拡
大
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
」
を

目
的
と
し
て
商
工
会
と
連

携
し
電
子
マ
ネ
ー
付
き
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
を
進

め
て
い
る
。
住
民
は
な
る

べ
く
町
内
で
消
費
し
、
行

政
の
事
業
に
参
画
し
、
ポ

イ
ン
ト
で
還
元
さ
れ
る
。

行
政
は
地
元
事
業
者
を
支

援
し
住
民
参
画
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
町

民
の
理
解
、
賛
同
を
得
て

こ
の
事
業
が
普
及
し
活
用

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

町
田

　
　
　
　
　
　
現
在
80
事
業

所
が
加
盟
店

と
な
っ
て
い
る
。
加
入
促
進

策
と
し
て
特
典
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
。
ポ
イ
ン
ト
は
２
０
０

円
の
買
い
物
で
1
ポ
イ
ン
ト

（
1
円
分
）
付
与
し
、
現
金

を
チ
ャ
ー
ジ
し
た
場
合
も

チ
ャ
ー
ジ
額
の
1
％
を
付

与
。
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

町
長

動
や
意
見
集
約
の
場
へ
の
参

加
に
も
付
与
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
機
運
を
高
め
、
町
内
の

地
域
内
循
環
を
後
押
し
す

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を

受
け
て
い
る
地
域
経
済
を
支

援
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
町

内
の
商
工
業
者
の
事
業
継
続

に
資
す
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　

睡
眠
中
の
呼

吸
監
視
は
、

安
全
な
睡
眠
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
現
在

の
こ
ど
も
園
の
状
況
は
、
常

に
保
育
教
諭
が
児
童
の
顔
の

見
え
る
場
所
に
お
り
、
定
期

的
に
様
子
確
認
を
行
い
、
一

人
ご
と
に
記
録
し
、
確
実
に

行
わ
れ
る
よ
う
徹
底
し
て
い

る
。専
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
、

保
育
教
諭
間
で
必
要
な
知
識

と
確
認
方
法
を
共
通
理
解

し
、
適
切
な
対
応
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
モ
ニ
タ
ー
機
器

の
導
入
は
、
多
額
の
予
算
が

必
要
な
た
め
考
え
て
い
な
い
。

教
育
長

普
及
と
活
用
を
期
待

町
長

地
域
経
済
を
支
援

ほ
く
ほ
く
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
Ｇ
ｏ
ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル

停
止
、
緊
急
事
態
宣
言
の

影
響
に
よ
り
北
栄
町
で
も

観
光
関
連
、バ
ス
事
業
者
、

名
探
偵
コ
ナ
ン
関
連
店

舗
、
飲
食
関
連
、
農
業
が

大
き
く
影
響
を
受
け
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
に
よ
る
廃
業

を
1
件
も
出
さ
な
い
よ

う
、
本
当
に
必
要
な
人
に

支
援
が
行
き
届
く
、
ス

ピ
ー
デ
ィ
で
き
め
細
か
な

対
策
を
す
べ
き
。

町
田

　
　
　
　
　
　
来
年
度
か

ら
の
第
4

次
北
栄
町
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
現
状
の
女
性
登

用
率
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
1
人
ひ

と
り
が
輝
く
北
栄
町
を
目

指
す
べ
き
で
あ
る
。

　
自
治
会
活
動
を
持
続
可

能
に
す
る
に
は
、
住
民
の

半
数
を
占
め
る
女
性
が
自

治
会
役
員
に
参
画
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

森
本

　
　
　
　
　
　
各
団
体
に
委

員
の
推
薦
依

頼
を
す
る
際
に
、
男
女
が
で

き
る
だ
け
同
数
と
な
る
よ
う

推
薦
依
頼
す
る
な
ど
、
女
性

登
用
率
の
向
上
を
全
庁
的
に

進
め
て
い
る
。
県
内
で
女
性

登
用
率
は
2
番
目
と
高
く
、

今
後
も
多
様
な
人
材
登
用
に

努
め
る
。
毎
年
男
女
共
同
参

画
審
議
会
で
実
施
状
況
を
報

告
し
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

第
4
次
計
画
は
来
年
度
の
意

識
調
査
を
踏
ま
え
策
定
す
る
。

　
自
治
会
役
員
へ
の
積
極
的

登
用
は
自
治
会
長
会
評
議
員

と
の
意
見
交
換
会
な
ど
で
理

解
が
深
ま
っ
て
い
る
。
今
後

も
周
知
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

町
長

自
治
会
役
員
に
女
性
を

町
長�

今
後
も
周
知
啓
発

男
女
共
同
参
画

　
　
　
　
　
　
保
育
施
設

で
の
乳
幼

児
の
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
職
員
が
1
歳
児
は
5

分
、
2
歳
児
は
10
分
に
1

回
、
顔
色
や
呼
吸
を
確
認

し
て
い
る
。
加
え
て
、
胸

の
呼
吸
に
伴
う
上
下
動
が

20
秒
以
上
止
ま
っ
た
り
、

心
拍
数
が
異
常
だ
っ
た
り

す
る
と
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
る

セ
ン
サ
ー
機
能
の
付
い
た

マ
ッ
ト
を
導
入
し
て
、
2

段
階
で
子
供
た
ち
の
安
全

を
確
保
し
て
は
ど
う
か
。

飯
田

教育長 様子確認の徹底
２段階で安全確保廃業を出すな
昼寝中の呼吸監視

飯田　正征

森本　真理子

町田　貴子

お昼寝中の園児（由良こども園）

今なら3500ポイントプレゼント

入館者が回復傾向のふるさと館

Ⓒ青山剛昌／小学館

自治会長会評議員との意見交換会

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う
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令
和
３
年
１

月
７
日
以

降
、
１
都
２
府
８
県
に
お
い

て
発
令
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
り
、
国
民
生
活
へ
の

影
響
を
踏
ま
え
た
国
の
追
加

支
援
策
が
発
表
・
実
施
さ
れ

て
い
る
。
国
が
実
施
主
体
と

な
る
支
援
制
度
で
あ
り
、
国

民
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
制

度
周
知
を
行
い
、
各
制
度
ご

と
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

対
応
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
町
と
し
て
も
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
、
周
知

し
て
い
き
た
い
。

町
長

町長 関係機関と連携

コロナ対策

　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
突
然
自
覚

症
状
も
な
い
ま
ま
病
状
が

悪
化
し
、
重
症
化
す
る

ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。
時

に
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ

る
。
重
症
化
の
兆
候
は
、

血
液
中
の
酸
素
濃
度
の
変

化
に
現
れ
る
と
い
う
。
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
は
、

指
先
の
皮
膚
を
通
し
て
血

液
中
の
酸
素
濃
度
を
測
定

す
る
も
の
。
連
続
的
に
測

る
こ
と
で
、
悪
化
時
早
い

措
置
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
い
ざ
と
い
う
時

の
貸
し
出
し
対
応
と
し
て

準
備
が
必
要
で
あ
る
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
の
場

合
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
患
者
は
、
ま
ず
感
染

症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
し

て
治
療
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

た
め
、
患
者
が
自
宅
等
で
パ

町
長

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
使

用
す
る
場
面
の
想
定
は
な

い
。
県
は
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
を
導
入
し
て
、
住

民
に
貸
し
出
す
予
定
は
な
い

と
確
認
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
国
か
ら
は

4
月
以
降
に

実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

❷
優
先
順
位
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
、
次
に
基
礎
疾
患
を

有
す
る
者
及
び
高
齢
者
施
設

の
従
事
者
で
あ
る
。

❸
場
所
は
、
大
栄
健
康
増
進

セ
ン
タ
ー
と
北
条
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

❹
接
種
券
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
な
ど

本
人
確
認
で
き
る
も
の
を

持
っ
て
接
種
し
て
も
ら
う
。

❺
接
種
後
30
分
の
健
康
観
察

を
し
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

反
応
な
ど
が
お
こ
っ
た
場
合

救
急
搬
送
を
予
定
し
て
い
る
。

❻
中
部
医
師
会
、
鳥
取
県
に

医
師
、
看
護
師
の
派
遣
も
依

頼
し
て
い
る
。

町
長

パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

町
長

貸
し
出
す
予
定
は
な
い

コ
ロ
ナ
対
策

　
　
　
　
　
　
国
で
は
、

２
度
目
の

緊
急
事
態
宣
言
を
踏
ま
え

た
追
加
的
な
経
済
支
援
策

を
発
表
し
た
。
雇
用
調
整

助
成
金
、
休
業
支
援
金
、

緊
急
小
口
資
金
、
総
合
支

援
金
や
住
宅
確
保
給
付
金

な
ど
は
、
国
の
支
援
策
で

あ
る
が
自
分
が
対
象
者
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
者

が
あ
る
。
町
民
に
漏
れ
な

く
周
知
す
べ
き
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　
地
球
温
暖

化
対
策
と

し
て
、
住
宅
の
断
熱
改
修

や
省
エ
ネ
設
備
に
係
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

る
が
、
補
助
金
交
付
は
同

一
住
宅
及
び
同
一
人
に
つ

き
、
１
回
限
り
で
あ
り
複

数
の
対
象
工
事
を
発
注
す

る
場
合
は
、
当
該
対
象
工

事
の
補
助
金
額
の
合
計
と

斉
尾

し
、
50
万
円
を
上
限
と
し

て
い
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
一
度
に

複
数
の
改
修
が
出
来
な
い

者
に
と
っ
て
は
、
不
公
平

な
ル
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康

で
快
適
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
へ
の
転
換
を
目
指
す
た

め
に
要
綱
の
見
直
し
を
す

べ
き
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
補
助
金

は
、
家
庭
か

ら
出
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量

を
削
減
し
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
進
め
る
だ
け
で
な
く
、

町
内
住
宅
関
連
産
業
を
中
心

と
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
よ
り
多
く
の
町
民
に

本
補
助
金
を
使
っ
て
断
熱
改

修
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
一
回
限
り
の
交
付
と
し

て
い
る
。

　
県
で
は
独
自
の
助
成
制
度

も
あ
る
が
、今
後
、リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
拡
充
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
な
の
で
、
県
の

補
助
制
度
と
重
複
し
な
い
よ

う
改
正
を
検
討
す
る
。

町
長

要
綱
の
見
直
し

町
長

重
複
し
な
い
よ
う
検
討

省
エ
ネ
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

96から99は正常値（64は脈拍数）

　
　
　
　
　
　
安
心
な
日

常
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
待

た
れ
る
。

❶
い
つ
ご
ろ
か
ら

❷
対
象
者
の
優
先
順
位
は

❸
何
処
で
受
け
る
か

❹
手
続
き
の
仕
方
は

❺
副
反
応
と
そ
の
対
応
は

❻
医
師
や
看
護
師
の
確 

保
は 町

田

高齢者へのワクチン接種（琴浦町提供）

町長 65歳以上から
優先順位は支援策を周知せよ
ワクチン接種

町田　貴子斉尾　智弘

DIY（日曜大工）で床下断熱

国の各種支援策

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う
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ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
人

権
を
尊
重
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。

　
県
や
県
警
、
当
事
者
自
助

グ
ル
ー
プ
な
ど
と
連
携
し

て
、
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
部
落
差
別
解

消
の
条
例
制

定
の
背
景
は
、
国
が
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
施
策
を
講
ず

る
よ
う
求
め
て
い
る
か
ら
。

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
制
定

の
背
景
と
し
て
、
総
合
的
な

犯
罪
被
害
者
の
支
援
体
制
構

築
を
求
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
条
例
の
制
定
に
つ
な

が
っ
た
。
い
ず
れ
の
条
例
に

つ
い
て
も
、
制
定
を
機
に
教

育
及
び
啓
発
が
さ
ら
に
充
実

す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
く
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
部
落
差
別
解

消
の
条
例
を

制
定
す
る
意
義
と
し
て
「
今

な
お
存
在
す
る
部
落
差
別
を

解
消
す
る
」
町
と
し
て
の
姿

勢
や
意
思
表
示
を
伝
え
ら

れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

差
別
書
込
は
、
監
視
や
削
除

要
請
を
打
ち
出
せ
る
。

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

の
意
義
と
し
て
、
犯
罪
被
害

者
に
対
し
経
済
的
な
支
援
な

町
長

町長 ネット上の書込削除要請
教育長 教育及び啓発を充実

２つの人権条例

　
　
　
　
　
　
❶
令
和
３

年
度
ま
で

を
期
間
と
し
た
「
健
康
ほ

く
え
い
計
画
」の
目
標
達

成
状
況
お
よ
び
、
令
和
４

年
度
か
ら
の
町
民
の
健
康

に
関
す
る
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

❷
健
康
推
進
員
、
食
生
活

改
善
推
進
員
、
自
治
会
長

向
け
研
修
の
一
環
と
し
て

昨
年
Ｔ
Ｃ
Ｃ
で
「
北
栄
町

の
健
康
課
題
を
考
え
る
」

と
題
し
て
放
映
さ
れ
た
大

秋
山

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も

と
に
今
期
の
計
画
に
つ
い
て

点
検
を
行
い
、
次
期
の
計
画

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
い
。

❷
大
城
等
先
生
に
よ
る
町
民

の
健
康
課
題
の
調
査
・
分
析

結
果
を
、
町
民
に
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
、
今
後
の
北
栄

町
の
健
康
事
業
に
参
加
・
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
意

図
が
あ
っ
た
。
反
響
は
、
こ

う
い
う
放
送
を
時
々
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
❶
健
康
診
査

受
診
率
は
上

が
っ
て
き
て
お
り
、
禁
煙
の

取
組
み
に
つ
い
て
も
進
ん
で

い
る
。
そ
の
他
目
標
達
成
に

向
け
て
取
組
み
を
進
め
て
お

町
長

城
等
氏
に
よ
る
講
演
の
意
図

と
、
ど
の
よ
う
な
反
響
が

あ
っ
た
か
。
ま
た
、
大
城
氏

の
研
究
成
果
が
ど
の
よ
う
に

生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
若
年
者
へ
の

が
ん
治
療

は
、
妊
娠
・
出
産
を
希
望
す

る
患
者
に
と
っ
て
大
き
な
課

題
で
あ
り
、｢

妊
よ
う
性
温

存
療
法｣

は
高
額
な
自
費
診

療
と
な
り
経
済
的
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　
創
設
さ
れ
る
制
度
で
は
、

県
を
通
し
て
治
療
費
を
助
成

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

県
で
は
国
に
よ
る
事
業
の
骨

格
が
固
ま
り
次
第
、
令
和
３

年
度
補
正
予
算
で
の
対
応
を

検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
本
町
で
も
国
の
検
討

会
、
県
の
制
度
を
勘
案
し
た

後
に
、
検
討
を
進
め
た
い
。

町
長

達
成
状
況
と
次
計
画

町
長

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

健
康
ほ
く
え
い
計
画

　
　
　
　
　
　
北
栄
町
部

落
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
条

例
と
、
北
栄
町
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
の
制
定
意

義
と
課
題
は
何
か
。
制
定

の
背
景
と
周
知
の
方
法
及

び
、
行
政
、
教
育
行
政
に

ど
う
活
か
す
の
か
。

津
川

　
　
　
　
　
　
地
域
新
電

力
事
業
可

能
性
調
査
で
、「
事
業
成

立
の
可
能
性
あ
り
」
と
の

最
終
報
告
が
出
さ
れ
た
。

　
3
町
の
電
気
代
金
を
地

域
内
で
回
し
、「
地
域
内

経
済
循
環
」「
新
産
業
創

出
」「
地
域
活
性
化
」
を

目
指
す
新
会
社
は
意
義
が

あ
る
。地
球
温
暖
化
防
止
、

脱
原
発
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
実
現
の
観
点
か
ら
も
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
期

待
す
る
が
、
本
町
の
取
組

み
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

津
川

　
　
　
　
　
　
今
年
度
、
湯

梨
浜
、琴
浦
、

北
栄
の
3
町
と
地
域
新
電
力

事
業
に
関
心
の
あ
る
中
部
地

域
の
事
業
者
と
で
、
地
域
新

電
力
会
社
設
立
に
向
け
た
事

業
の
可
能
性
に
つ
い
て
調
査

し
た
。

　
今
後
、
さ
ら
に
具
体
的
な

事
業
、
運
営
体
制
を
検
討
し

て
い
く
中
で
、
主
導
的
役
割

町
長

を
担
っ
て
も
ら
う
企
業
を
、

ど
の
よ
う
に
決
め
る
の
か
話

し
合
っ
て
い
く
。
地
域
新
電

力
は
、
行
政
が
推
進
し
て
い

く
事
業
と
し
て
も
意
義
の
あ

る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
国

の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
令

和
3
年
度
は
詳
細
な
調
達
計

画
、
販
売
計
画
を
策
定
し
、

令
和
4
年
度
の
事
業
化
に
向

け
て
進
め
て
い
き
た
い
。

方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

町
長

令
和
４
年
度
に
事
業
化
へ

地
域
新
電
力

　
　
　
　
　
　
厚
労
省
は

が
ん
治
療

の
影
響
で
生
殖
機
能
が
低

下
・
喪
失
す
る
前
に
、
が

ん
患
者
の
卵
子
や
精
子
等

を
採
取
・
凍
結
保
存
す
る

｢

妊
よ
う
性
温
存
療
法
」

を
助
成
対
象
と
す
る
。

　
が
ん
患
者
の
治
療
に
は

抗
が
ん
剤
や
放
射
線
が
あ

る
が
、
こ
れ
ら
は
不
妊
に

つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
が
ん
治
療
を

た
め
ら
う
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
い
う
。
子
ど
も
を
望
む

若
い
世
代
に
希
望
を
与
え

る
べ
き
で
あ
り
本
町
で
も

助
成
す
べ
き
。

斉
尾

町長 県の制度をみて検討
妊よう性温存療法へ助成意義・課題・背景
がん患者の不妊治療

斉尾　智弘津川　俊仁

秋山　　修

リーダー企業 地銀など ３町（琴浦、北栄、湯梨浜）

出資比50.1％～ 他の出資者 出資比33.4％～

出 資

３町 電 電 ３町の公共施設

公営発電事業

力 力 出資者の

再エネ発電所など 販売チャンネル

仕 販

電力市場 事 個

入 売 業

者 人

地元雇用、地域課題解決、新ビジネスが開ける。

力

会

社

地域新電力会社のスキームの一例

地

域

新

電

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ５９号
２０２１年５月 22議会だより北栄 ５９号

２０２１年５月23



　
　
　
　
　
　
❶
更
新
に
係

る
風
況
調
査

及
び
Ｆ
Ｉ
Ｔ
認
定
に
必
要
な

系
統
連
系
工
事
負
担
金
の
予

算
は
、
認
め
て
い
た
だ
け
な

か
っ
た
た
め
、
更
新
に
係
る

事
業
は
す
べ
て
中
止
し
て
い

る
。

❷
湯
梨
浜
、
琴
浦
、
北
栄
の

三
町
で
取
り
組
ん
だ
地
域
新

電
力
事
業
可
能
性
調
査
に
よ

り
、「
公
共
と
民
間
企
業
の

相
互
の
強
み
を
生
か
し
、
民

間
主
導
で
共
存
共
栄
を
目
指

す
共
同
出
資
モ
デ
ル
」
を
ま

と
め
た
。
今
後
は
、
詳
細
な

調
達
計
画
、
販
売
計
画
を
策

定
し
て
い
く
中
で
、
ど
の
よ

う
な
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
る

か
も
含
め
検
討
、
議
論
し
て

い
く
。

町
長

町長 否決で中止

風車の更新

　
　
　
　
　
　
北
栄
町
が

過
疎
支
援

市
町
村
に
指
定
さ
れ
る
よ

う
だ
。
合
併
特
例
債
で
あ

れ
過
疎
債
で
あ
れ
借
金
で

あ
る
。
町
の
負
担
が
3
割

で
済
む
と
楽
観
的
な
解
釈

は
禁
物
で
あ
る
。

　
中
央
公
民
館
大
栄
分
館

や
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館

の
移
転
新
築
な
ど
の
箱
も

の
事
業
に
過
疎
債
を
予
定

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
人

口
減
少
の
続
く
北
栄
町
で

過
剰
投
資
は
控
え
る
べ
き

で
あ
る
。

阪
本

　
　
　
　
　
　
「
一
部
過
疎
」

の
対
象
地
域

と
し
て
、
旧
大
栄
町
の
区
域

が
指
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。

　
長
期
間
に
わ
た
っ
て
使
用

す
る
公
共
施
設
を
整
備
す
る

場
合
、
世
代
間
の
財
政
負
担

の
平
準
化
と
い
う
観
点
か

町
長

ら
、
一
定
程
度
の
起
債
に
よ

る
財
源
確
保
が
必
要
で
あ

る
。
有
利
な
過
疎
債
の
運
用

が
で
き
る
事
業
に
は
、
活
用

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
し
て
、
実
質
公
債
費

比
率
や
将
来
負
担
比
率
の
動

向
に
注
意
し
、
健
全
な
財
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
❶
町
と
社
協

と
で
、
年
間

の
実
績
と
課
題
を
評
価
す
る

こ
と
が
点
検
で
あ
る
。
計
画

を
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
評
価
だ

が
、
若
年
世
代
の
参
加
者
が

少
な
い
等
の
課
題
も
見
え

た
。
今
後
も
周
知
の
継
続
、

課
題
の
あ
る
事
業
つ
い
て
も

地
道
に
取
組
む
。

❷
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で

一
定
の
成
果
が
あ
る
も
の
も

あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と

は
言
え
な
い
。
計
画
の
推
進

に
合
わ
せ
て
今
後
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

町
長

過
剰
投
資
は
控
え
ろ

町
長

健
全
な
財
政
運
営
を

箱
も
の
事
業

　
　
　
　
　
　
❶
48
億
円

も
の
巨
費

を
投
じ
て
、
巨
大
風
車
の

更
新
な
ど
許
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
。
現
行
風
車
の

固
定
価
格
で
の
買
取
は
あ

と
5
年
あ
り
、
十
分
に
管

理
し
撤
去
費
用
を
確
保
し

て
、
成
功
裏
の
う
ち
に
事

業
終
了
す
る
こ
と
が
賢
明

で
あ
る
。

❷
ハ
イ
リ
ス
ク
の
事
業

に
、
財
政
力
が
弱
体
化
し

て
い
く
北
栄
町
が
中
心
と

な
っ
て
、
新
電
力
事
業
に

関
わ
る
な
ど
問
題
で
あ
る
。

阪
本

　
　
　
　
　
　
令
和
２
年

６
月
の
社

会
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
３
年
度
か
ら
重

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

が
新
設
さ
れ
、
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
た
。
手
上
げ

方
式
の
事
業
だ
が
、
概
要

と
当
町
で
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
経
緯
、
取
り
組
む

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

秋
山

　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
度

か
ら
、
国
の

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。
事
業
内
容
は
、
相
談
・

参
加
・
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
各
支
援
を
重
層
的
に
実
施

す
る
こ
と
。

　
こ
の
事
業
を
開
始
す
る
こ

と
で
、
関
係
機
関
の
連
携
が

よ
り
強
ま
り
、
既
存
の
相
談

支
援
機
関
が
役
割
分
担
を
し

な
が
ら
、
早
期
に
支
援
を
開

町
長

始
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
交
付
金
は
一
本
化

に
変
更
に
な
り
、
取
組
み
を

拡
大
し
て
い
く
場
合
に
は
、

対
象
者
を
限
定
せ
ず
、
柔
軟

に
予
算
執
行
で
き
、
対
応
や

受
け
入
れ
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

経
緯
と
メ
リ
ッ
ト

町
長

柔
軟
に
対
応
で
き
る

重
層
的
支
援
体
制

　
　
　
　
　
　
❶
計
画
を

立
て
て
か

ら
１
年
が
経
過
す
る
。
点

検
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。
ま
た
、
地
域
福
祉
推

進
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０

を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
し

た
か
。

❷
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以

上
に
な
る
２
０
２
５
年
を

目
途
に
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
が
出
来
る
よ

う
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
町
の
現
状
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

秋
山

町長 実績と課題を評価
点検方法は許されない
地域福祉推進計画

秋山　　修阪本　和俊

未来に向ってメッセージを発信

昭和46年竣工　築50年の老朽化が著しい大栄分館

国道９号に近接した風車

関係機関合同の研修

町
政
こ
こ
を
問
う

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ５９号
２０２１年５月 24議会だより北栄 ５９号
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❶
本
町
介
護

事
業
所
に
お

い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
経
営

状
況
に
大
き
な
影
響
が
起

こ
っ
て
い
る
と
は
認
識
し
て

い
な
い
。
町
内
介
護
事
業
所

と
は
密
な
る
信
頼
関
係
を
基

盤
と
し
、
情
報
共
有
、
連
携

強
化
に
努
め
て
い
る
。

❷
総
合
事
業
の
対
象
に
で
き

る
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
提

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

は
、
本
町
で
は
ま
だ
実
施
し

て
い
な
い
。
介
護
が
必
要
な

者
に
対
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の

後
退
や
打
切
り
は
、
こ
れ
ま

で
も
し
て
い
な
い
し
、
今
後

も
決
し
て
行
う
こ
と
は
な
い
。

町
長

　
　
　
　
　
　
子
育
て
世

帯
の
経
済

的
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
、
国
・
地
方
の
取
り
組

み
と
し
て
令
和
4
年
4
月

か
ら
未
就
学
児
に
か
か
る

国
民
健
康
保
険
税
の
均
等

割
額
を
5
割
軽
減
す
る
。

　
今
後
も
、
国
へ
均
等
割

り
の
廃
止
を
求
め
る
こ
と

と
、
本
町
独
自
の
上
乗
せ

軽
減
も
検
討
す
べ
き
。

長
谷
川

　
　
　
　
　

　
令
和
4
年
度

か
ら
、
未
就

学
児
に
か
か
る
国
保
税
の
均

等
割
額
5
割
減
が
決
定
し

た
。
子
ど
も
の
均
等
割
り
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
国
の
検

討
状
況
を
注
視
し
た
い
。

　
町
独
自
の
上
乗
せ
だ
が
、

現
在
、
18
歳
以
下
の
医
療
費

町
長

助
成
に
よ
り
、
国
の
交
付
金

が
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
町

単
独
で
上
乗
せ
を
行
っ
た
場

合
、
さ
ら
に
新
た
な
負
担
を

生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
町
独
自
で
減
免
を
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
均

等
割
廃
止
に
つ
い
て
は
、
今

後
も
国
に
要
望
す
る
。

廃
止
を
求
め
る

町
長

国
に
要
望

国
保
税
の
均
等
割

　
　
　
　
　
　
令
和
3
年

4
月
か
ら

の
第
8
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
は
課
題
が
あ
る
。

❶
在
宅
介
護
で
は
深
刻
な

利
用
抑
制
が
起
こ
り
、
多

く
の
介
護
事
業
所
に
大
幅

な
減
収
が
起
き
て
い
る
。

町
の
対
応
は
ど
う
か
。

❷
要
支
援
者
だ
け
で
な

く
、要
介
護
認
定
の
人
も
、

本
人
が
希
望
し
て
市
町
村

が
認
め
れ
ば
総
合
事
業
の

対
象
に
で
き
る
。
本
町
の

対
応
は
ど
う
か
。

長
谷
川

町長 情報共有、連携強化
住民主体の支援は
第 8期介護保険の課題

長谷川　昭二

国保の被保険者証

町
政
こ
こ
を
問
う

議会だより北栄 ５９号
２０２１年５月 26

　県内全15町村が応募した第28回鳥取県町村
議会広報コンクールで、２年連続６回目の最
優秀賞（第１位）を受賞しました。
　「例年通り高いレベルの出来映え。見出しや
レイアウト、グラフィック等で読ませようと
いう意欲を感じる。高校生議会の取り上げ方
や突撃インタビューの取り組みも個性がある。
既に全国レベルで
ある」と審査員全
員から高い評価を
得ました。

２年連続　最優秀賞

議会だより北栄 ５９号
２０２１年５月27

追跡あの質問はどうなった?
【令和２年６月定例会】

Q．由良川左岸河口導流堤の補修
【秋山議員】
由良川左岸の導流堤が崩れている。安全対策上、早急に補修が必要である。

【松本町長】
令和２年度、県が左岸導流堤の補修工事に着手する。

問

答

A．令和２年10月に改修工事が行われた。
 （西側にテトラポット設置も検討）

【令和２年３月定例会】

Q． 北条多目的広場を
　　地域住民の憩いの場に

【宮本議員】
国坂地区は近年人口が増えた。憩いの広場
が無いため、北条多目的広場（旧テニスコー
ト）を整備してはどうか。

【松本町長】
多目的広場を芝生化し、交流の場となるよ
う前向きに検討したい。

問

答

A．令和３年度中に芝生化

　令和３年３月発行の議会だより第58号
　表紙写真の説明で、「なごみの里」とあるのは
「なごみの郷」の誤りでした。
　お詫びして訂正いたします。

訂正

整備が待たれる多目的広場

議会だより北栄（第55号）



15,000人が暮らし、学び、働くまち北栄町。。。新年度を迎えたみなさんの目標や町政への想いを、広報委員が突撃インタビュー !!

アポなし

❶�学校生活の思い出は？
❷�中学校・高校で、頑張りたい・�
やってみたいことは？
❸町に望むことは？
❹�家族に一言お願いします。

インタビュー項目

小学生・中学生
～明るい未来へ　ジャ～ンプ!!～

畠
はた

山
やま

　弥
み

憂
ゆう

さん（国坂浜）
❶５年生の時の船上山宿泊学習です。
❷部活（サッカー）
　サッカーであきらめずにプレーしたいです。
❸スポーツのできる広場が欲しい。
❹�６年間元気で過ごすことができたのも、家族がいたか
らです。中学校に行ってもいろんなことにチャレンジ
して頑張りますので、見守っていてください。

吉
よし

田
だ

　茉
ま

央
お

さん（東園）
❶運動会の時にみんなでたくさん笑った。
❷バレーボールに頑張りたい。
❸�みんなが気楽にしゃべれる町になればいいな。
❹�いろいろ教えてくれてありがとう。

角
つの

田
だ

　葉
は

月
づき

さん（妻波）
❶修学旅行に行けて良かった。
　きずなが深まって楽しかった。
❷ボルダリングをやってみたい。
❸�「だいちゅう」（大栄中のキャラクター）を北栄町
にもっと広めて欲しい。
❹�つらい事があった時も支えてくれてありがとう。

岩
いわ

本
もと

　昇
のぼ

大
る

くん（弓原浜）
❶修学旅行の時、ペンギンにかまれてびっくりした。
❷専門的な学習　❸住みやすい町
❹�毎日、見守ってくれて、今までありがとうございま
した。これからもよろしく。

山
やま

本
もと

　愛
まな

望
み

さん（中央団地）
❶修学旅行が楽しかった。松江城の景色
❷国語の勉強
❸特になし
❹いままでありがとう。これからもよろしく。

木
き

村
むら

　明
あ

莉
り

須
す

さん（みどり南）
❶�卒業式のとき、生徒会が部活動ごとに作成した動画
があって、感動だったので泣いちゃいました。
❷�バスケットボール部に入って、部活の自主練習に頑
張りたいです。
❸平和な町。水族館が欲しい。
❹今まで、助けてくれてありがとう。
　毎日、起こしてくれてありがとう。

中
なか

本
もと

　祈
いの

梨
り

さん（由良宿２区）
❶�生徒会執行部で活動したこと。特に運動会は忘れない。
❷友達を沢山つくりたい。
❸�若者が行きたくなる“おしゃれ”なスポットが欲しい。
❹今まで育ててくれてありがとう。

福
ふく

光
みつ

　陽
ひな

向
た

さん（大島）
❶�３年生のときの文化祭で、コロナ禍のなか諦めてい
た吹奏楽の演奏ができて嬉しかった。
❷�どの部活に入るか決めていないが、クラブ活動・勉
強とも一生懸命やりたい。
❸カラオケボックスなど休みに遊べるところが欲しい。
❹�（親から）将来就きたい職業、まだ決まっていない
ようなので、早く見つけて欲しい。

徳
とく

山
やま

　色
いろ

くん　天
てん

くん（西園）
❶色：�えらかったマラソン大会を、６年間１位で終えた。
　天：�修学旅行で行った大山寺で座禅を体験し、その

時何故か笑っていたこと。ドッジボール選手権
全国大会に出場したこと。

❷二人はライバル
　色、天：陸上部に入り、長距離で全中に出場する。
　　　　　ゆくゆくはインターハイ、箱根駅伝へ出場。
❸色：イオン、陸上競技場
　天：たくさん人が集まるショッピングモール
❹�（親から）健康第一で、自由に楽しくどんなことに
も頑張って欲しい。

（左） （右）

大
おお

野
の

　歩
あゆ

夢
む

くん（みどり南）
❶修学旅行へ行きたかった。
　昼休けいのサッカーが楽しかった。
❷体育を頑張りたい。
❸人工芝のサッカー場があったらいいな。
❹�おいしいご飯を作ってく
れてありがとう。

北条小
卒業式
 3/19

大栄小
卒業式
 3/19

北条中
卒業式
 3/12

大栄中
卒業式
 3/12

議会だより北栄 ５９号
２０２１年５月 28議会だより北栄 ５９号

２０２１年５月29



❶�今、頑張っていることは？
❷�今年チャレンジしたいことは？
❸今、困っていることは？
❹過去に困ったことは？
❺�❹の困難をどう乗り越えましたか？乗り越えるため
に町に求める支援は？
❻�町政に望むことは？
❼議会に一言！

インタビュー項目

私たちも がんばってま～す

楯
たて

身
み

　久
く

美
み

子
こ

さん（由良宿３区）
❶健康を意識した食事や運動に心がける。

❷�「こけない体づくり体操」を週１回のペースで続ける。

❻�空き家とか荒れた農地が目につく。有効活用に導い

てほしい。

❼�議員さんの仕事内容が具体的に分からない。

　�どんなことにご苦労なさったり、喜びを感じたりさ

れているのかも知りたい。

焼肉ゆら道場

妻
つま

由
ゆ

　道
みち

明
あき

さん（由良宿４区）
❶�地元の皆様に、県内和牛肉や町内野菜を何とか安く

味わって頂こうと頑張っています。

❷�新型コロナが収束し、コナンの県外者が以前のよう

に戻れば、昼食を出したいと思っています。

❸�やはり、コロナです。団体客への和牛肉の提供が出

来ません。

❺�地元を中心とした家族グループの来客がありますの

で、何とかやってこれています。

❻�青山剛昌ふるさと館をメインとした由良宿の活性化に

ご協力願いたい。（例えば、店など企業誘致の推進等）

❼�北栄町が暮らしやすい町になるよう、北条地区と大

栄地区が一体となるような取組を、町全体で考えて

いただきたいと思います。

かっとサロン　ヨシカワ

吉
よし

川
かわ

　純
すみ

恵
え

さん（土下）
❶�来店されたお客様が
「あ～気持ちよかっ
た～」と言ってもらえ
るように、コロナ禍で
も安心安全な店作り
を日々頑張っている。
❷�コロナが収まり、豪
華客船が動き出した
ら、船の旅をしたい。
❸�日曜、祭日は仕事なので、休日でも預けられる保育
園を作ってほしい。
❻休祭日の保育園の開園。
　各町内に公園を作ってほしい。
　�図書館は年中無休に。イベント期間は、休みなく開
いていてほしい。
❼�北栄町は企業誘致をしてほしい。
　�三陽合繊の跡地は、売買ではない方向で町として活
用してほしい。

中
なか

西
にし

　良
りょう

介
すけ

さん（国坂浜）
❶�仕事（いちごの栽

培、収穫、出荷）

　�地域おこし協力隊

員を卒業し、現在、

北栄ドリーム農場

で社員として働い

ています。

❷�自身のスキルアッ

プ（仕事に関する

事）。

❹いちごの産地化に�

　向けて、いちご農�

　家の新規就農者へ�

　の支援をお願いします。

❺�子育て世代や移住者にとって、魅力のある地であり

続けてほしいです。

酒のたなか

田
た

中
なか

　潤
じゅん

平
ぺい

さん（由良宿１区）
❶�商工会青年部活動を通

して地域貢献。

❸�コロナの影響により売上

が減りました。SNSで販

路を広げ頑張ってます。

❹�若い人の酒離れ。

❺少しづつイベントなどを�

　開き、日本酒やクラフト�

　ビールなどの多様性を�

　知っていただく機会をもうけています。

❻�コロナで売上が下がっている飲食店への補償はある

けど、そこへの取引がある業者への補償が少ないの

で、そういう所にも目を向けてほしいです。

❼�いつも応援しております。

　�今後も北栄町のために頑張っていただくよう、よろ

しくお願いします。

アポなし

生
いく

原
はら

　清
きよ

明
あき

さん（六尾）
❶米作り「星空舞」の栽培

❸��自分自身の後継者も含めて農業の後継者、天候不順�

（水害、水不足、高温障害）、ジャンボタニシ

村
むら

岡
おか

　　勇
いさむ

さん

　　　照
てる

子
こ

さん（東高尾）
❶体操をしている。

❸�長男夫婦が一緒に住んでいたが、今は県外に住んでい

る。後継者がいなくてさみしい。

　田畑が手つかずで荒れ放題。

❺色々あったが、親族で相談して乗り超えた。

❻イノシシが出て困るので、対策を考えてほしい。

❻�子育て支援

❼�女性議員が増える方策と、議会での質

問のレベルアップを望む。

藍
あい

田
だ

　紀
のり

美
み

さん（由良宿２区）
❶�免許返納後の移動（病

院、買物）手段等の

ため、足を鍛える。

❸�大型ゴミを捨てたい

のに、運搬手段等に

困っている。

❺�特に１人暮らしの見

まわりや、お助け隊

でもあれば助かる。

❼�議員さんは、知らない人でも町で会ったら会釈ぐら

いしましょう。
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本　陽
ひ な

菜さん	 中３（左）

　　　　威
たける

くん	 小４（右）

　　　知
かず

真
ま

くん	 小３（中央）（田井）

田中　秀
ひで

典
のり

くん	 ６歳（左）

　　　大
まさ

翔
と

ちゃん　４歳（右）（由良宿2区）

　穴掘りが大好きな秀典くん。

　ちょっとヤンチャな大翔くん。

　これからも兄弟仲良く元気よく！

　ケンカもよくするけど、とても仲の良いきょうだいで
す。お姉ちゃん、お兄ちゃんは下の子をよく見てくれ、
末っ子はいつでも上の子を慕っているのを強く感じます。
　これから、たくさんの経験を積み重ねて大人になっ
ていきますが、その全てに感謝の気持ちを持てる人に
なって欲しいと思います。

知っとんなる？こんな北栄
グランドピアノ「スタインウェイ」（大栄農村環境改善センター） 北条砂丘公園センター（田井）

　旧北条町のふるさと創生1億円事業は、北条歴史民俗資料館の
建設以外に❶民芸実習館の建設4700万円（うち創生資金1000万
円）　❷北条砂丘フェスティバルの開催500万円　❸砂丘公園セ
ンターの建設7300万円（うち創生資金6300万円）　と大型事業
を実施した。北条砂丘公園センターは、平成２年７月にオープン。
屋内体育福祉施設「希望の館」と物販・飲食施設を併設するコミュ
二ティ－フロア「浜の泉」からなり、町内外から多くの来場者で
賑わった。平成５年、道の駅・北条公園として登録され、現在に至っ
ている。

　
新
緑
ま
ぶ
し
い
こ
の
季

節
、
コ
ロ
ナ
過
で
巣
ご
も
り

生
活
の
日
々
。体
重
は
増
え
、

腹
は
ポ
ッ
コ
リ
、「
え
ら
い

こ
っ
ち
ゃ
」
一
念
発
起
し
て

天
気
の
い
い
日
は
、
由
良
川

沿
い
か
ら
お
台
場
公
園
ま
で

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て
ま
す
。

お
か
げ
で
、
体
型
は
さ
ほ
ど

変
化
な
く
と
も
、
体
内
年
齢

は
40
代
に
突
入
し
ま
し
た
。

　
人
間
、
健
康
第
一
で
す
。

み
な
さ
ん
も
体
に
い
い
こ
と

何
か
や
っ
て
い
ま
す
か
。

や
っ
て
な
い
人
は
今
か
ら
で

も
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、

多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
に

協
力
い
た
だ
き
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
と
し
ま
し
た
。

ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

�

井
上
　
信
一
郎

　旧大栄町のふるさと創生1億円事業は、本紙第58号で紹介した
「空環21」の設置以外に❶大栄環境改善センターにスタインウェ
イピアノ（ドイツ製）導入と音響設備等工事3690万円　❷マイ
クロバス（29人乗り）購入1040万円　❸大栄ふれあい会館の用
地購入と敷地造成工事2430万円　❹全31集落に「ふるさとづく
り交付金」の交付1880万円　と多彩であった。
　スタインウェイピアノは平成２年３月に導入され、現在まで
数々の音楽会やピアノ発表会等で使用され、町民の文化活動に貢
献している。このピアノは、誰でも利用可能である。

なかよしさん
募集中！

議会事務局まで


